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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本プログラムはまさにオープン・イノベーション・エコシステムと連動した大学院改革の方向性と合致している。
・具体的にはここに示した内容を強化していきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・早稲田は持続的社会の実現に貢献したい。
・次世代研究者挑戦的研究プログラムを本学が構想していたオープン・イノベーション・エコシステムに活用させていただきたい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・48社の企業に協力いただける。
・外部評価や産学共同研究にはこれらの企業や機関が協力いただける。
・学生選抜・インターンシップには色分けした企業が協力いただける。
・事業統括者は新設するステアリングコミッティの責任者となる。



= IST BFfEAA—T> 1/ R"—2a IOV AFLRBENHEIO095 A
W-SPRING: #&=—X%BRLA S+ BESEOER(EEE SBOLIE)
XTI ODE{EE
HBSRICATBDHAIKFEANDIE(E

IRERFRERBOFARTIOISL) BRT7OC I+ - BRSEE—K
SBHMAA-T> -1 IR—>3>- R Ll s e
TAS AT LDEIL

180|

27 LEBMHE T 05 S L
FrUPREFE -T2V

- BHEXZFERE. U-FT1IKEFE
Be. EDGE-NEXT. SCORE%
SBRAUEERREBNDHBIEF
L - RFESREMITIYX

P - 2R50HOME 1YY —>
SWIESIITBIAL -2V
DA, 4291t DEESEigE

14 )NR—332 8l

SDGsZIEF A4 EF
V—29vIL)DEETEICK DT,
TRILWARK MR ZE=

BIO MK HA RN

T REAZHESRFER J— RHAFREBELEAMEL
1815 4 DR BRERFE (C & —
SRS ORIH | N Fv— |
IARTIA b - ZIRAT -Waseda EDGE (EGDE-NEXT)
B E (SRFEIEA ) - A -SCOREXZFEHEEERY

-T-UNITE (SCORE

RS RR SR BRI W OO SE N B W L O S S L
= ACEE - X O e G LM =S — T e F - O T LSRR S Y
FEYIHERAN— W (= O 2 1 SFE W aEE S
G reater Tokyo I nmowva t i on Ecosvyvs tem (GT I E)
EE L CTCLWASBMASTOO Y — S F LT EDOER
AR —FF uvF - T ATt TR Zr ) —ZrF A

HREEESE - BT FibcEN 81 ETES
2FI0I5A

- BRI -BlRiEM IXmE S THRUE
FRRFEZEIR



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・本提案の特徴をまとめる。
・マネジメントとして、副総長・常任理事が参画する全学プログラムである。
・社会科学系の副総長・常任理事も含めて、事業統括・副統括が書面審査通過者全員のヒアリングに参画する。
・実績のあるキャリア開発のコンテンツを活用する。
・特にアントレプレナーシップ教育で本学は定評がある。
・独自インターンシップとジョブ型インターンシップを併用する。
・グリーン、ライフ、デジタル、ソーシャルの幅広い課題解決分野を設定した。
・理工・人社の総合知によるイノベーション創出を狙いたい。
・早稲田オープンイノベーションエコシステムの成功によって、日本の産業力強化をもたらしたい。
・その上で、本学も世界に伍する研究大学へ進化したい。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・自主財源100億円を投じて産学連携棟を整備した。
・博士が産学連携の主体として活躍できる環境を整備した。
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